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．．2．新庁舎の掛能
新 庁 舎 は 次 に 掲 げ る機 能 か ら構 成 す る もの と します 。

機 能 内　 容 諸 室 の 名 称

・事 務 室執 務 室 機 能 （1） 現 在 、 本 庁 舎及 び プ ラザ お お る りに 配 置 し て い る 部 署 、

当該 部 署 に 勤 務 す る職 員 約 520 人 （盛 時 職 員 ■嘱 託 員 ・委 ・市 長 室

託 業 者 を含 む ） が 配 置 可 囁 な ス－ ス とす る 。 ・・市 長 応 接 室 ・ほ か

（2） 将 来 的 な 行 政 ニ ー ズ の 変 化 、 行 政 組 織 の 再 編 、■職 員 の増

‘減 に 対 応 で き るス ペ ー ス ・とす る。．■

業 務 支 援 機 能 （1） 打 合 せ ス ペ ー ス 、 共 用 会 議 畠 、 印刷 等 の 作 業 ス バ 」 ス を ・会 議 室

一配 侵 す 皐 も の とす る。 ・印 刷 室　 ほ か ・

（2） I C T の 更 な る 進 展 な せ に 伴 うワー ク ス タ イル の 変 化 に

柔 軟 に 対 応 で き る スペ ー ス とす る。

森 口機 能 ． （1） 円 料 ・住 民 基 本 台 帳 、 税 、 福 祉 、・子 育 て 支 援 とい った 多 ・綺 合 案 内

・．く：の 市 民 が 利 用 す る窓 口は 低 層 階 に集 約 し、 ワ ン よ トップ ・億 口

・相 談 室 ・ ほ か化 を 検 討 す る。
（2 ） 来 庁 者 へ の 配 慮 と して 、●プ ラ イ バ シ ー が 確 保 で き る 森

口　 相 談 室 等 を配 置 す る 。

議 会 機 能
　 ヽ
（1）ノバ リア フ リ－ に 配 慮 した傍 聴 ス べ － ス を設 け る。

・本 会 農 場

（2） 情 報 提 供 機 能 、 議 会 閉会 時 に 多 目的 に利 用 で き る ス ペ ー ・葬 具 全 室 ．

大 とす る。． ・正 副蔑 長 童

・蔑 見 控 室 ほ か ●

・‘災 専 対 策 本 部 室

「

防 災 機 能 く1） ．防 災 拠 点 と して 必 要 な建 物 ・設 備 性 能 を備 え る。

（2 ） 災 専 対 策 本 部 と し て 非 常 時 の 措 辞 系 統 甲 中枢 を 扱 うス ・防 災 会 憩 室

ペ ー ス を設 け る。 ・備 蓄 庫　 ほ カナ・

（3）・浸 水 等 を 考慮 し、 最 低 ・72 時 間 対 応 可能 な 非 常 用 発 電 設

億 を高 層 階 に設 置 す る。

情 報 セ キ 早 リ （1） 情 報 保 革 の観 点 か ら・、 セ キ ゴ リテ ィ に配 慮 した 動 線 、 設 ・全 体 計 画

1 サ 」 バ 墓テ ィ機 能 億 とす る。
（2） ヲ ン せ ユー タ サ ー ′噂 の 情 郡 司塵 森 億 の 拡 充 等 に 対 応 で ・機 械 室

、 き る スペ ー ス 、 設 備 環 境 とす る。

（3）農 水 等 を 考 慮 し 非 常 用 発 電 設 備 と●同 様 に コ ン ビ 声 － タ

サ ー バ 等 を設 置 す るス ペ ー ス は 高 層 階 に練 保 す る。

市 鱒 向 け機 能 ・ （1） 市 民 の交 泳 、 憩 い の草 と して の 機 能 を設 け る。 ．・多 目的 ス ペ ー ス ー

（2） 多 目的 利 用 ス ペ ー ス 、 情 報 公 開 コ ー ナ ー 、・市 民 活 動 サ ．・情 報 公 開 コ ー ナ ー ．

ポ ー ト機 能 を整 備 す る 。 ・キ ッズ コ 」 ナ ー

（3） 低 層 階 に キ ッズ コー ナ ー を設 け る。・

倉 庫 、 文 書 庫

機 能

（1） 鱒 晶 、 資 機 材 等 の 保 管 庫 と して の機 能 を整 備 す る 。

（2） 保 存 文 書 等 の保 管 庫 と して の 機 能 を 整 備 す る。

・書 庫 、 倉 庫

・資 料 室 ほ か

詩 境 対 応 機 能 （1） 省 資 臥 省 土 ネ ル ギ 一 、 地 球 温 暖 化 対 策 な ど、 衆 魂 に配 ・全 体 計 画

． 慮 した 殻 備 ・換 臥 ・シ メ テ ム の 導 入 に 努 め る 。 ・設 備 、・機 器 の選 定

（2） 自然 光 、・自然 換 気 を放 り入 れ 、 緑 化 に 配 慮 す る な ど詩 境

対 応 に　 め る。

職 員 支 援 機 能

・※ 島 田 市 役 所

（1） 労働 安 全 性 の癖 俸 及 び 生 産 性 の 向 上 を 目指 し、 働 きや す ・休 憩 室

・更 衣 室

とぎ わ い を も た らす 機 能

い 療 境 を整 備 す る 。 ．

（2） 休 憩 室 、、更 衣 室 等 の 福 利 厚 生 施 設 を 整 備 す る 。

周 辺 整 備 基 本 構 想 検 討 委 旦 会 か ら の意 見 書 ・に 示 され た rま ち に

．のあり方については、．今後予定している新庁舎整備基本計画策定段階で検討することとします。・
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3．新庁舎の施設性能

（1）・災専対応性華

①耐震性

大規模地廉等の災客発生時において、来庁者や鵬の安全を確保するとともに、庁舎機能を維持す

るばかりでなく．災害対策本部と．しての機能を発揮できるよう．にし．ます。・

歯土交通省の定めた官庁施療の鱒合耐震計画基準により、構造体の耐震安全性はⅠ類、建築非隋造

部材の耐震安全性はA類、建築設備の耐震安全性は甲類相当とします。．

■官庁施設の稔合耐震計画基準・（国土交通省官庁営繕）・

耐震安 全性 の 白襟 ランク 確保 され るべ き機能 ●

構 造体 の 大地 震 に対 土星 大地震動後、構造体の補修 をす ることなく建築物を使鱒で きるこ

す る耐 虔 安 牟 性 の 自・ とを 目標 としト人命 の安全確保 に加 えて十分な搬能確保が図 られ

標 、 一てい る。

Ⅱ類 大地震動後、’構造体内太主な補修 をすることなく建 築物 を使 用で

きることを目標 とし、＿人命 の安全確保に加 えて機能確保 が図 られ

てい る。

皿鱒 大地震勒 により構造体の部分的 な損傷は生 じるが、，　　　 の

耐力 の低　　　 くないこ・　　 とし、人命の安全確保 が国 ら

れている。

建 築 非 構 造部 材 の大 A 類 大地震動後、災害応急対策活 動や被災者ゐ受け入 れ の円滑 な実

地震 に対 す る 耐震 安 施、・又 は危険物の管理の うえで、’支障となる建築非構造部材 の損

全性 の 目標 ． 傷、移動等が発生 しないこ．とを 目棟 とし、人命の安全確保 と二次

災事の防止が図られている。 ・

B 類 大地震勒により建築非構造部材 の損傷、移動等が発生する場合で

も、人命の安全確保 と二次災薯の防止が園 ら．叫ている。

建 築 設 備 の 大 地震 に．・盟 大地震動後の人命の安全確保及 び二次災事の防止が 図 られている

対 す る耐 震 安 全 性 の・ と共 に、大主な補修 をす 畠ととな く、必要な設備機 能 を相 当期間

早壕 継続 できる。

午類 大地震動後の人命の安全確保及 び二次災害の防止 が 図 られ てい

るこ

構造体の耐震安全 Ⅰ類を確 ●る構造として、「耐震構造」・「制振構造」・「免震構造」があ

り、庁舎の被災時の安全及び、被災後の機能を最も維持することができると考えられる構造は「免震

構造」とならますが、鱒堅塁墜壁旦撃墜を堅与
奥禦竺禦灯ることとします。



②ライフラインく電気・水道等）の′くックアップ・

火事時においても庁壷機能を維持して災事対策本部を設置するため、非常用自家発電システムを備

‾えます。

・地下水朗や雨水貯留施設等を鮒、雑用水として平時に－ま植栽等への散水やトイレの洗浄水に利

用し、災専時でもトイレ利即ミできるようにします・

．災事時でも飲料水を確保でき－る．施設整備も検討します。

近年における憩定外の集帽雨等の発生を考慮し、災害対策乱自家発竜塞、電気室等憫水の影

響を受けない場所に設けます。●

く2）‾環境配慮性能

国土変速省では「官庁施設の環境保全性基準」を設け、官庁施設の計甲から建臥運用、廃棄にい

・たるまでのライフサイクルを通じた衆威負荷の低減に記慮し、周辺顔の保全に甜した官庁観の

’整備を推進しています。

新庁舎においてもこの基準に即した機能を持つ建物の整備を検討します。
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